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「
考
拠
」
批
判
焦
循
と
そ
の
焦
循
(
m
l
m
)
は
、
清
代
考
拠
学
が
頂
点
に
達
し
た
乾
嘉
期
に
活
躍
し
、
戴
震
へ
の
傾
倒
に
端
的
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
理
論
的
分
析
や
構
成
的
思
索
に
お
い
て
特
色
を
発
揮
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
色
が
顕
著
な
『
易
学
三
者
』
(
易
章
句
・
易
図
略
・
易
通
釈
)
は
、
彼
の
数
学
研
究
に
基
づ
く
数
理
的
観
点
か
ら
の
易
円
分
析
で
あ
っ
て
、
清
作
品
f
拠
学
働
か
レ
作
と
評
さ
九
記
。
ま
た
『
孟
子
正
義
』
は
、
清
代
考
拠
学
に
お
け
る
新
疏
の
最
も
代
表
的
な
成
果
と
さ
れ
る
。
し
か
も
劉
宝
楠
も
『
論
語
正
義
』
著
述
上
の
範
に
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
こ
《
々
か
ら
も
、
そ
の
考
拠
学
上
の
価
値
は
諭
を
侠
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
学
的
内
実
か
ら
清
代
考
拠
学
を
実
質
的
に
体
現
し
て
い
る
と
、
そ
の
当
時
も
ま
た
今
日
に
お
い
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
焦
循
が
、
「
考
拠
」
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
学
派
的
確
執
を
一
つ
の
契
機
と
す
た
方
束
樹
の
考
拠
学
批
判
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、
考
拠
学
の
側
か
i賓
富
士
雄
口
ら
の
、
し
か
も
そ
の
正
統
派
た
ら
ん
こ
と
を
志
向
し
た
焦
循
に
よ
る
批
判
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
時
の
考
拠
学
の
在
り
方
|
l
治
経
上
「
士
口
」
を
求
め
る
か
「
是
」
を
求
め
る
科
、
そ
の
理
念
や
方
法
論
、
あ
る
い
は
問
題
意
識
や
関
心
の
方
向
の
相
違
に
よ
り
様
々
の
傾
向
に
分
岐
し
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
が
1
1
を
、
焦
循
が
な
ぜ
批
判
の
対
象
と
し
た
か
。
ま
た
そ
の
「
考
拠
」
批
判
は
い
か
な
る
内
容
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
内
的
必
然
性
に
照
ら
し
て
行
れ
た
か
。
そ
し
て
「
考
拠
」
は
ど
の
よ
う
う
に
克
服
さ
れ
た
か
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
、
焦
循
や
靖
代
考
拠
学
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
。
、
「
考
拠
」
と
そ
の
批
判
焦
循
の
「
考
拠
」
に
対
す
る
批
判
は
、
清
代
考
拠
学
そ
の
も
の
の
否
定
と
し
て
提
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
乾
隆
当
時
の
考
拠
学
的
展
開
に
お
い
て
同
じ
く
「
考
拠
」
を
探
勝
す
る
も
の
の
中
に
、
経
書
解
釈
の
手
続
き
や
方
法
論
、
ま
た
そ
れ
ら
を
根
抵
か
ら
支
え
る
経
学
的
理
念
に
関
し
て
、
ま
さ
に
勺
考
拠
」
を
称
謂
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
問
題
占
、
を
洞
察
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
先
府
君
事
略
』
中
に
焦
循
の
こ
う
し
た
見
解
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
口)
学
経
之
法
、
不
可
以
注
為
経
、
不
可
以
疏
為
注
。
孔
頴
達
賀
公
彦
之
流
所
疏
釈
毛
鄭
・
孔
安
国
・
王
弼
・
杜
預
之
注
、
未
必
即
得
其
本
意
。
執
疏
以
説
注
、
宣
遂
得
乎
。
:
:
要
之
、
既
求
得
注
者
之
本
意
、
又
求
得
絶
之
本
意
、
則
注
之
是
非
可
否
、
了
然
呈
出
。
而
後
吾
之
従
注
、
非
浸
従
。
吾
之
駁
注
、
非
漫
駁
。
不
知
注
者
之
本
意
、
駁
之
非
也
、
従
之
非
也
。
近
之
学
者
、
無
端
而
立
一
考
拠
之
名
、
群
起
市
趨
之
。
所
拠
者
誕
儒
、
而
泌
儒
中
所
拠
者
、
又
唯
鄭
康
成
・
許
叔
重
。
執
一
寄
道
、
英
此
為
甚
。
近
之
学
者
、
専
執
両
君
之
言
、
以
廃
衆
家
、
或
比
許
鄭
而
同
之
、
自
撹
為
考
拠
之
学
。
余
深
悪
之
也
。
へ
践
廷
琉
『
先
府
君
事
略
へ
『
県
)
f
民
遺
書
』
附
線
、
一
ニ
三
l
l
三
四
T
』
閣
す
な
わ
ち
経
書
を
研
究
す
る
規
範
(
学
経
之
法
)
と
し
て
は
、
ま
ず
制
疏
が
注
と
、
注
が
経
と
無
条
件
に
連
続
し
て
、
各
々
の
本
来
の
意
義
札
を
正
し
く
敷
桁
し
再
現
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
確
認
が
必
要
で
マ
あ
る
。
次
い
で
そ
れ
ら
の
聞
の
組
艇
や
距
離
を
検
証
し
て
、
個
々
の
の
注
や
疏
の
価
値
を
批
判
的
に
確
定
し
た
上
で
、
そ
れ
に
従
う
か
否
か
げ
の
段
階
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
続
き
を
経
な
い
見
解
は
、
臨
ま
芽
に
「
漫
」
で
あ
り
、
正
し
い
経
解
で
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
。
5
こ
の
認
識
は
実
に
清
代
考
拠
学
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
経
書
解
釈
の
8
か
た
ち
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
焦
循
の
理
解
に
従
え
ば
、
当
時
「
考
拠
」
の
名
称
を
打
立
て
、
漢
儒
の
中
で
も
特
に
鄭
玄
・
許
慌
の
経
解
上
の
意
義
を
自
覚
す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
決
定
的
な
権
威
と
措
定
し
、
そ
の
伝
注
を
無
批
判
に
尊
重
し
た
上
他
説
を
廃
す
と
い
っ
た
状
況
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
焦
循
が
深
く
悪
み
指
弾
す
る
「
考
拠
」
と
は
、
そ
の
名
称
内
意
義
を
表
面
的
に
曲
解
し
て
、
一
方
的
に
鄭
玄
・
許
慎
の
伝
注
の
み
に
依
拠
し
、
経
解
に
有
益
な
そ
の
他
の
多
く
の
注
釈
へ
の
追
求
を
停
止
し
て
批
判
精
悼
を
欠
落
さ
せ
た
在
リ
方
を
指
す
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
は
『
孟
子
』
尽
心
上
司
「
所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
。
挙
一
而
廃
育
也
」
を
背
景
に
し
た
「
執
一
害
道
」
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
て
、
単
に
経
書
解
釈
上
の
方
法
論
の
問
題
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
儒
学
の
道
を
も
賊
害
す
る
重
大
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
焦
循
は
よ
踊
語
通
釈
』
で
、
同
軌
の
批
判
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、
鄭
玄
・
許
慎
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
硬
直
し
た
「
考
拠
」
の
姿
勢
と
は
裏
腹
に
自
由
で
批
判
的
な
学
風
を
寂
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
近
之
学
者
、
以
考
拠
名
家
、
断
以
漢
学
、
唐
宋
以
後
、
間
肘
而
棄
之
。
其
同
一
漢
儒
也
、
則
以
許
叔
重
・
鄭
康
成
為
断
、
拠
其
一
説
以
廃
衆
説
。
蓋
束
都
之
学
、
至
鄭
氏
始
通
。
・
・
・
・
前
説
与
後
説
殊
、
雄
一
己
之
言
、
不
拘
於
一
。
誠
能
述
古
、
而
不
泥
古
、
博
而
能
賞
、
得
乎
聖
人
之
意
。
・
叢
必
拠
鄭
以
扉
其
余
、
与
必
別
有
所
拠
以
界
鄭
、
皆
拠
也
。
皆
非
聖
人
一
貫
忠
忠
之
指
也
。
(
開
刷
、
一
荷
崎
一
帯
)
6
と
指
摘
す
る
。
東
漢
の
学
は
一
綾
な
い
し
数
経
専
門
で
、
師
法
家
法
。。
を
固
く
守
執
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
鄭
玄
に
至
り
、
こ
う
し
た
弊
を
打
破
し
て
博
く
諸
経
全
体
を
疏
通
し
て
整
合
的
な
見
解
を
追
究
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
学
は
決
し
て
一
説
に
固
執
せ
ず
、
自
説
の
場
合
で
も
注
解
の
対
象
ご
と
に
即
応
し
た
注
を
施
し
、
一
つ
の
立
場
に
拘
泥
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
焦
循
は
こ
の
解
明
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
1
考
拠
」
の
姿
勢
は
、
そ
の
範
刑
ょ
と
し
た
邸
玄
ら
の
治
経
の
精
神
に
違
背
す
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
鄭
注
の
是
非
を
定
め
ら
れ
な
い
ま
ま
の
無
批
判
な
尊
崇
は
、
却
っ
て
「
鄭
氏
之
本
義
、
泊
没
於
尊
鄭
之
人
。
使
鄭
氏
受
不
自
之
在
、
伊
誰
之
件
ロ
耶
」
(
品
諜
成
)
と
い
う
皮
肉
な
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
。
し
か
も
こ
れ
は
鄭
注
へ
の
依
拠
の
み
な
ら
ず
、
他
説
に
拠
っ
て
鄭
注
を
排
訴
す
る
場
合
も
、
同
じ
く
硬
直
し
た
「
拠
」
の
姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
「
聖
人
の
一
貫
忠
恕
向
指
に
非
ず
」
と
経
学
的
見
地
か
ら
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
焦
循
は
そ
の
合
理
的
な
批
判
精
神
に
基
づ
い
て
、
当
時
漢
儒
に
依
拠
す
る
根
拠
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
、
古
の
聖
人
の
時
代
に
よ
り
接
近
す
る
か
ら
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
相
対
的
な
立
場
は
真
是
の
追
究
で
は
あ
り
え
な
い
上
に
、
孔
子
同
道
の
祖
述
と
い
う
目
的
と
も
弔
離
す
る
こ
と
を
看
破
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
鳴
乎
漢
之
去
孔
子
、
幾
何
歳
失
。
漢
之
去
今
、
又
幾
何
歳
失
。
学
者
、
学
孔
子
者
也
。
学
漢
人
之
学
者
、
以
誕
人
能
述
孔
子
也
。
乃
舎
孔
子
而
述
漢
儒
、
漢
儒
之
学
、
果
即
孔
子
否
邪
。
:
学
者
述
孔
子
市
持
漢
人
之
言
、
惟
漢
是
求
、
而
不
求
其
是
。
於
是
拘
於
伝
注
、
往
往
粁
格
於
経
文
。
是
所
述
者
漢
儒
也
、
非
孔
子
也
。
(
鵡
F4)
す
な
わ
ち
漠
儒
の
伝
注
へ
の
過
度
な
依
存
は
、
本
来
そ
れ
を
媒
介
に
し
て
究
明
す
べ
き
直
接
の
対
象
で
あ
る
経
書
本
文
を
拒
絶
し
軽
視
す
る
か
の
よ
う
な
事
態
を
産
み
出
し
、
可
た
だ
漢
を
の
み
こ
れ
求
め
て
、
そ
の
回
躍
を
求
め
ず
」
と
い
う
よ
主
客
を
転
倒
し
た
経
解
に
な
る
と
し
た
。
次
い
で
「
考
拠
」
批
判
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
応
し
た
焦
循
自
身
の
経
学
に
関
す
る
独
自
の
見
解
を
開
陳
し
た
論
文
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
与
孫
淵
如
観
察
論
考
拠
著
作
書
」
で
あ
る
。
以
下
こ
の
論
文
に
競
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
古
よ
り
漢
に
至
る
ま
で
、
儒
学
に
対
す
る
呼
称
は
「
学
」
か
「
経
学
」
の
み
で
、
「
考
拠
」
の
名
を
立
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
歴
史
的
観
点
か
ら
の
実
証
的
批
判
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
で と
あ言tIl自
る う 白星
統 i以
ぃ未至
:グ聞於
白岩終
ら~
出品均
経吾雪
学為 2主
観考ナ
を拠骨
き二詣
わ十『之
的三嘆経
エ詰宅
問』一
快~
説無
明所
す調
る考
の拠
経
学
者
、
以
経
文
為
主
。
以
百
家
子
史
天
文
術
算
陰
陽
五
行
六
書
七
音
等
為
之
輔
。
業
而
通
之
、
析
而
弁
之
。
求
其
訓
故
、
核
其
制
度
、
明
其
道
義
、
得
聖
賢
立
言
之
指
、
以
正
立
身
経
世
之
法
。
以
己
之
性
霊
、
合
諸
古
聖
之
性
霊
、
並
貫
通
於
千
百
家
著
書
立
言
者
之
性
愛
。
以
精
汲
精
、
非
天
下
之
至
精
、
執
克
以
与
此
。
:
・
:
議
惟
経
学
可
言
性
護
、
無
性
霊
不
可
以
言
経
学
。
ま
ず
、
経
学
の
主
た
る
目
的
と
そ
の
方
法
論
と
が
説
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
清
代
考
拠
学
に
お
け
る
当
然
の
内
容
で
あ
る
が
、
焦
循
の
独
自
的
経
学
観
と
し
て
重
要
な
部
分
は
「
性
霊
」
な
る
概
念
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
「
性
霊
」
を
媒
介
的
な
契
機
と
し
た
上
で
、
「
以
己
之
性
霊
、
合
諸
古
聖
之
性
霊
、
並
貫
通
於
千
百
家
著
書
立
一
-
一
一
口
者
之
性
霊
」
と
述
べ
て
、
自
己
た
る
主
体
性
を
前
提
条
件
と
し
て
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
し
て
こ
そ
古
撃
の
性
霊
に
合
致
し
、
ま
た
著
述
者
向
性
霊
に
貫
通
し
え
て
経
学
と
い
う
営
為
が
実
現
さ
れ
る
、
と
い
う
特
異
な
認
識
告
示
し
た
。
経
学
を
単
な
る
同
経
文
の
精
微
な
分
析
を
行
う
実
証
的
客
観
的
な
学
問
に
固
い
込
む
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
自
己
の
存
在
そ
の
も
の
と
不
可
分
に
関
わ
る
営
崎
為
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
焦
循
は
、
そ
の
経
学
制
理
念
を
、
実
証
的
批
判
的
な
経
書
解
釈
の
過
程
を
通
し
て
、
聖
人
の
し
「
性
霊
」
と
の
精
神
的
な
共
感
を
得
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
も
の
と
考
し
た
。
ま
さ
に
「
精
を
も
っ
て
精
を
汲
む
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
「の
に
至
っ
て
「
無
性
霊
不
可
以
言
経
学
」
と
発
言
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。
げ
さ
ら
に
焦
循
は
、
当
時
の
学
界
の
事
情
を
自
ら
の
経
学
観
に
基
づ
細
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
た
が
、
こ
れ
は
逆
に
彼
の
経
学
観
を
推
究
す
る
上
で
の
有
用
な
資
料
と
な
ろ
う
。
ヮ，B
本
朝
経
学
盛
興
、
在
前
如
顧
亭
林
・
万
充
宗
一
・
胡
拙
明
・
間
潜
丘
。
近
世
以
来
、
在
呉
有
恵
氏
之
学
、
在
徽
有
江
氏
之
学
・
戴
氏
之
学
。
精
之
又
精
、
則
程
易
噂
名
於
欽
、
段
若
牌
名
於
金
壇
、
王
懐
祖
父
子
名
於
高
郵
、
銭
竹
汀
叔
姪
名
於
嘉
定
。
・
・
:
:
均
異
乎
補
五
扱
拾
者
之
所
為
、
是
直
当
以
経
学
名
之
、
烏
得
以
不
典
之
称
之
所
謂
考
拠
者
、
抽
出
目
於
其
閥
子
。
:
:
・
而
考
拠
之
名
不
可
不
除
。
果
如
補
宜
扱
拾
、
不
能
通
聖
人
立
言
之
指
。
こ
こ
で
の
挙
例
は
、
実
に
今
日
消
代
考
拠
学
的
典
裂
で
あ
る
と
評
価
が
定
ま
っ
て
い
る
学
者
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
焦
循
は
彼
ら
を
敢
て
「
経
学
」
と
規
定
し
て
、
「
考
拠
L
は
不
典
内
称
で
あ
り
、
そ
の
内
実
は
「
術
宜
扱
拾
」
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
と
は
無
縁
で
あ
る
と
説
く
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
明
白
な
ご
と
く
、
佐
川
循
の
い
わ
ゆ
る
「
考
拠
」
と
清
代
儒
学
的
主
流
と
な
っ
た
展
開
形
態
を
指
す
考
拠
学
と
は
、
そ
の
合
意
す
る
内
容
に
お
い
て
大
い
な
る
懸
隔
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
考
拠
」
と
は
、
清
代
考
拠
学
一
般
を
意
味
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
の
、
特
定
的
伝
注
に
対
し
主
体
的
な
思
索
を
用
い
る
こ
と
な
く
頑
迷
に
盲
従
す
る
傾
向
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
こ
に
お
い
て
殊
に
注
目
す
べ
き
内
容
は
、
「
精
の
ま
た
精
」
と
い
う
最
高
級
の
評
価
の
下
に
段
玉
裁
・
王
念
孫
・
王
引
之
を
挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
ら
は
文
献
考
証
や
小
学
研
究
な
ど
実
証
的
な
学
術
面
で
清
代
考
拠
学
の
頂
点
に
在
る
と
評
価
さ
れ
る
も
の
の
、
考
拠
の
た
め
の
考
拠
を
行
い
、
思
想
的
に
は
見
る
べ
き
も
の
に
乏
し
い
と
の
評
が
付
き
ま
と
戸
日
。
と
こ
ろ
が
同
時
代
の
焦
循
は
、
彼
ら
を
儒
学
精
神
と
深
〈
契
合
し
た
∞
∞
「
性
霊
」
を
本
質
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
経
学
」
に
位
置
づ
け
、
決
し
て
掴
渇
し
た
考
拠
の
た
め
の
考
拠
に
終
始
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
の
小
学
的
研
究
と
目
さ
れ
る
『
説
文
解
字
注
』
『
広
雅
疏
証
』
な
ど
の
業
績
も
、
単
な
る
小
学
的
考
証
と
限
定
さ
れ
ず
、
各
人
の
儒
学
意
識
と
深
く
関
わ
る
「
性
霊
」
的
実
現
で
あ
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
内
旬
、
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
清
代
考
拠
学
は
、
億
一
循
の
「
考
拠
」
と
は
重
な
ら
ず
、
却
っ
て
彼
が
志
向
し
て
い
た
「
経
学
」
の
内
実
と
符
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
侯
外
底
は
焦
循
の
「
考
拠
」
批
判
に
対
し
て
「
他
批
評
T
H考
拠
。
学
風
、
暗
示
山
山
古
文
経
学
的
結
束
」
(
軒
鵠
誠
一
叫
す
)
と
い
う
見
解
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
焦
循
の
「
考
拠
」
を
直
ち
に
考
拠
学
一
般
と
等
価
と
速
断
し
た
解
釈
で
あ
る
。
そ
の
批
判
は
、
古
文
経
学
す
な
わ
ち
正
統
派
考
拠
学
的
終
束
を
暗
示
す
る
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
そ
の
積
極
的
な
推
進
へ
の
使
命
感
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
考
拠
之
名
不
可
不
除
」
町
、
王
張
は
、
い
わ
ゆ
る
「
経
学
」
|
|
清
代
考
拠
学
ー
ー
の
中
か
ら
不
純
要
素
で
あ
る
東
漢
の
伝
注
に
盲
従
依
拠
す
る
「
執
ご
の
在
り
方
つ
ま
り
「
考
拠
」
の
排
訴
に
よ
っ
て
、
考
拠
学
の
内
容
を
純
化
し
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
、
貫
通
の
追
求
い
わ
ゆ
る
「
考
拠
」
の
否
定
は
そ
れ
が
「
執
一
害
道
:
以
廃
衆
家
」
を
内
容
と
す
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
焦
循
が
特
に
自
ら
の
思
想
的
根
抵
と
す
る
儒
学
の
基
本
的
理
念
で
あ
る
「
一
以
貫
之
」
円
規
範
か
ら
は
許
容
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
焦
官
、
『
荘
子
』
「
通
其
一
而
万
事
告
に
示
さ
れ
る
、
根
本
と
な
る
一
つ
の
道
理
に
通
達
す
れ
ば
、
他
の
全
て
の
個
別
事
象
は
了
解
し
た
も
同
然
で
、
考
察
の
対
象
か
ら
外
せ
る
と
い
う
見
解
こ
そ
「
執
一
」
で
あ
り
、
「
一
以
貫
之
」
と
は
相
容
れ
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
賞
則
不
執
失
、
執
則
不
買
失
。
執
一
則
其
道
窮
失
、
一
以
貫
之
、
則
能
通
天
下
之
志
失
。
(
一
『
剛
一
山
批
哨
[
)
と
言
、
つ
ご
と
く
、
一
貫
と
は
一
つ
の
道
理
を
得
て
終
極
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
対
し
て
、
そ
の
全
般
に
貫
通
す
る
観
点
を
獲
得
し
た
上
、
常
に
そ
の
個
別
事
象
か
ら
離
脱
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
経
書
解
釈
に
お
い
て
、
注
釈
疏
解
の
全
体
的
な
状
況
の
把
握
と
、
そ
れ
ら
へ
の
価
値
批
判
と
を
欠
く
形
で
の
郷
注
な
ど
へ
の
依
拠
は
、
焦
循
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
の
が
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
焦
循
の
経
書
解
釈
の
理
念
は
、
示
さ
れ
た
。
「
孟
子
題
辞
」
を
疏
釈
す
る
形
で
提
拾
取
而
説
之
、
謂
未
能
通
其
全
書
、
悉
其
情
趣
、
僅
拾
取
一
章
一
句
而
解
説
之
。
既
不
能
貫
通
其
義
、
自
然
講
異
失
。
と
あ
り
、
経
文
へ
の
全
体
的
な
見
通
し
が
な
く
、
そ
の
魅
旨
に
貫
通
し
な
い
ま
ま
、
一
章
一
句
を
孤
立
的
断
片
的
に
注
解
す
る
こ
と
の
排
除
を
言
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
を
貫
通
さ
せ
る
経
書
解
釈
こ
そ
が
、
経
学
理
念
に
遮
っ
た
手
続
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
諸
経
書
か
ら
窺
わ
れ
る
解
釈
的
契
機
内
存
在
と
解
釈
の
か
た
ち
、
ま
た
経
書
に
お
け
る
措
辞
の
特
異
性
な
ど
に
つ
い
て
、
易
へ
の
深
い
沈
潜
を
通
し
て
追
究
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
文
王
之
象
辞
、
即
伏
義
六
十
四
卦
之
注
。
・
:
:
周
公
之
長
辞
、
即
文
王
家
辞
之
筆
、
孔
子
之
十
翼
、
即
象
辞
長
辞
之
義
疏
。
・
晶
子
究
之
注
、
経
生
之
義
疏
。
就
一
章
-
句
、
校
校
節
節
、
以
為
之
解
、
而
周
公
孔
子
筆
疏
、
則
参
任
錯
綜
、
触
類
引
申
。
以
学
究
経
生
之
筆
疏
視
之
、
孔
子
之
十
翼
、
品
川
不
可
得
市
明
、
文
王
周
公
之
辞
、
仰
不
可
得
而
通
。
(
臨
ん
『
坊
)
同
と
言
い
、
ま
た
、
Z
孔
子
賛
易
之
功
、
所
以
広
大
市
通
神
也
、
惟
其
参
伍
錯
綜
、
触
類
引
(
申
。
・
文
在
於
此
、
而
意
通
子
彼
、
如
人
身
之
絡
与
経
叫
物
質
、
互
相
山
町
糾
結
、
銭
一
冗
而
府
蔵
皆
霊
。
執
一
章
一
旬
、
以
求
其
合
、
宜
乎
三
隅
州
雄
挙
、
伯
不
能
以
一
隅
反
也
。
(
同
)
マ
と
言
、
っ
。
焦
循
は
『
周
易
』
の
構
成
そ
れ
自
体
が
、
古
聖
に
お
け
る
の
経
書
解
釈
の
営
為
の
具
体
的
な
呈
示
で
あ
る
と
見
た
。
し
か
も
古
聖
討
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
た
解
釈
の
方
向
は
、
一
章
一
句
に
拘
泥
し
た
り
、
糊
技
符
節
々
の
一
部
分
に
調
一
均
し
た
り
せ
ず
、
全
体
を
有
機
的
な
体
系
9
と
し
て
捉
え
、
全
体
的
な
意
味
関
連
の
中
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
8
具
体
的
な
か
た
ち
は
、
「
参
伍
錯
綜
」
「
触
類
引
申
」
と
い
う
相
互
に
比
較
分
析
し
、
総
合
類
型
化
す
る
手
続
き
を
通
し
て
全
体
的
な
貫
通
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
周
易
』
自
体
が
こ
う
し
た
解
釈
の
契
機
を
内
在
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
経
解
に
お
い
て
対
象
の
全
体
的
脈
絡
を
貫
通
さ
せ
る
に
は
、
参
伍
錯
綜
・
触
類
引
申
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
焦
循
は
、
古
聖
賢
に
よ
り
立
言
さ
れ
た
『
周
易
』
の
各
辞
の
意
義
を
、
「
聖
人
之
情
、
即
見
於
辞
」
(
認
を
と
表
現
す
る
ご
と
く
古
聖
賢
の
現
実
に
対
す
る
認
識
1
l雑
駁
で
無
秩
序
の
よ
う
だ
が
実
は
各
個
別
事
象
が
相
互
に
関
係
を
維
持
し
つ
つ
一
つ
の
意
味
関
連
の
中
に
存
在
す
る
|
1
1
あ
る
い
は
現
実
へ
の
働
き
掛
け
が
、
言
葉
を
媒
介
と
し
て
言
葉
の
秩
序
の
中
に
象
辞
・
美
辞
・
十
翼
と
し
て
定
着
さ
れ
た
も
の
と
見
倣
す
。
そ
し
て
焦
循
が
見
出
し
た
易
の
、
さ
ら
に
は
他
経
書
の
言
葉
の
秩
序
は
、
そ
れ
は
聖
賢
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
意
図
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
だ
が
、
「
比
例
」
「
仮
借
」
の
原
理
で
あ
っ
た。とと
も 孔注非 、通以
言子、明き‘六
ぃ之不九ゎ而書
理足数的辞之
、。以之ィ為仮
;=τk知斉品比 f昔
ど誕生家同忍例
一菰相辞比句 。達
原某堂長例に以九
理』兵辞、指此数
が諸十不摘求之
易 、異足し易雑
の~之以、、採
措 義知さ庶。
辞 。卦ら乎事
を 画に近有
組 :之、駕万
萩 T41 二埼
し 設非 Z前進
知明 図図原
伏六 ~!一
義書 z 宅賞
支之と〕。
王仮 義
周 f昔在
公転 変
聖
人
的
意
向
を
90 
わ而了
ち辞解
、為す
上hる
例関
」鍵
とで
ああ
るる
ごと
とし
くた
相し
互か
補も
".， -フ己 」
のれ
関ら
係は
に「
あ義
ぷ在
r 変
す過
な
辞
則
指
其
所
之
。
所
之
者
芽
通
也
。
且
易
之
為
書
也
、
参
伍
錯
綜
、
引
申
触
類
、
其
辞
毎
以
比
例
互
明
、
反
対
於
穿
遇
、
亦
比
例
互
明
者
1
2
0
¥
原
序
、
『
畠
J
t
r図
時
』
六
」
と
号
一
口
い
、
努
通
に
よ
る
之
卦
ど
う
し
の
聞
に
は
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
強
い
関
連
性
が
支
配
す
る
た
め
、
之
卦
ど
う
し
の
辞
を
参
伍
錯
綜
し
て
分
析
す
る
と
、
対
応
し
た
内
容
や
表
現
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
形
態
上
の
対
応
関
係
を
比
例
と
す
る
。
一
方
、
仮
借
と
は
、
同
音
通
仮
に
よ
る
仮
借
現
象
を
言
い
、
易
辞
の
あ
る
字
が
、
そ
の
通
行
の
義
と
は
全
く
別
の
意
味
を
担
わ
き
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
之
卦
ど
う
し
の
辞
に
お
い
て
、
一
見
関
連
性
の
な
い
措
辞
が
、
実
は
音
韻
面
か
ら
分
析
す
る
と
、
変
化
流
通
し
て
密
接
な
意
義
的
対
応
が
表
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
り
、
易
的
措
辞
の
透
徹
し
た
分
析
か
ら
顕
在
化
さ
れ
た
、
古
聖
賢
の
貫
通
を
本
質
と
す
る
解
釈
的
契
機
は
、
そ
れ
を
解
明
し
た
焦
循
自
身
の
貫
通
を
根
抵
と
す
る
経
書
解
釈
の
方
法
に
反
映
し
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
ま
ず
比
例
の
影
響
は
、
伝
注
の
個
々
の
価
値
内
容
や
そ
の
是
非
の
分
析
を
基
礎
に
、
経
注
相
互
の
関
係
を
比
較
総
合
、
つ
ま
り
参
伍
錯
綜
し
て
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
存
す
る
意
味
違
関
を
解
明
す
る
過
程
に
現
れ
て
い
る
。
仮
借
は
「
循
按
、
周
易
之
辞
、
多
以
同
声
為
仮
借
。
為
後
儒
訓
諮
之
祖
」
と
言
明
さ
れ
る
ご
と
く
、
漢
儒
の
み
な
ら
ず
、
清
代
考
拠
学
に
あ
っ
て
も
、
中
心
的
な
訓
話
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
文
献
に
お
け
る
文
字
使
用
を
、
所
与
の
文
字
の
形
体
と
そ
の
い
わ
ゆ
る
本
来
義
と
か
ら
理
解
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
硬
直
し
た
立
場
を
克
服
し
て
、
古
音
分
部
に
根
差
し
た
膏
韻
原
理
に
則
っ
て
理
解
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
経
文
や
伝
注
の
真
な
る
意
味
を
疏
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
焦
循
は
、
自
己
の
易
研
究
の
具
体
的
な
軌
跡
を
「
余
求
之
十
余
年
。
既
参
伍
錯
綜
、
以
求
其
通
、
而
撰
通
釈
。
又
縦
之
横
之
、
以
求
其
通
、
而
撰
章
句
」
へ
原
辞
下
、
『
易
J
と
記
し
、
「
以
求
其
通
」
と
強
調
す
る
L
f
図
略
』
六
、
」
ご
と
く
、
そ
の
研
究
の
目
的
は
貫
通
の
追
求
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
当
時
の
経
学
的
状
況
を
「
古
学
大
興
」
と
規
定
し
た
上
で
、
そ
の
経
学
研
究
に
求
め
ら
れ
て
い
る
方
法
的
理
念
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
古
学
未
興
、
道
在
存
其
学
。
古
学
大
興
、
道
在
求
其
通
。
前
之
蔽
、
息
子
不
学
、
後
之
蔽
、
忠
乎
不
思
。
証
之
以
実
、
而
運
之
以
虚
、
庶
幾
学
経
之
君
。
(
品
雑
草
到
、
)
こ
こ
で
も
ま
た
「
道
在
求
其
通
」
と
一
言
明
さ
れ
る
ご
と
く
、
経
学
の
本
質
を
、
経
書
の
全
体
を
貫
通
す
る
意
味
関
連
町
中
に
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
こ
の
理
念
を
実
現
す
る
手
続
き
と
し
て
「
証
之
以
実
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
名
物
・
暦
数
・
制
度
な
ど
に
お
け
る
突
事
求
是
内
在
り
方
で
あ
る
。
他
方
「
運
之
以
虚
」
と
は
、
言
葉
の
秩
序
と
し
て
の
比
例
と
仮
借
の
原
理
的
運
用
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
解
釈
の
対
象
で
あ
る
経
文
や
伝
注
は
、
具
体
的
に
は
言
葉
町
連
続
と
し
て
存
在
す
る
が
、
そ
れ
を
意
味
あ
る
連
続
と
し
て
統
括
し
、
か
っ
そ
の
意
味
の
再
現
を
可
能
と
す
る
も
の
は
、
言
葉
を
根
抵
か
ら
支
え
る
音
韻
体
系
や
意
味
違
関
な
ど
の
「
虚
」
な
る
秩
序
で
あ
り
、
そ
の
集
約
的
な
原
理
で
あ
る
仮
借
や
比
例
的
適
切
な
運
用
が
経
書
解
釈
を
十
全
に
す
る
と
見
倣
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
焦
循
は
、
い
わ
ゆ
る
後
儒
の
「
訓
詰
の
例
」
を
次
の
よ
う
に
四
類
型
と
し
て
示
し
た
。訓
話
之
例
、
不
外
双
声
畳
韻
。
畳
韻
知
子
翠
也
、
丑
紐
也
。
拾
也
、
且
薦
也
。
而
仮
借
行
乎
其
中
。
有
直
指
其
事
者
。
:
:
・
廉
病
也
。
此
外
有
比
例
之
詞
、
則
加
猶
字
。
・
:
如
盈
猶
多
也
、
至
猶
善
也
。
有
指
擬
之
詞
、
則
加
謂
之
。
:
:
・
以
其
非
双
声
畳
韻
之
仮
借
、
非
実
指
其
恨
事
、
則
於
其
相
近
者
而
指
擬
之
也
{
『
毛
語
補
喜
四
、
小
雅
「
正
月
」
J
F
父
母
生
我
、
胡
伴
我
輔
の
疏
解
」
州
こ
こ
で
仮
借
・
比
例
の
外
に
、
直
指
・
指
擬
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
ら
札
は
同
列
と
し
て
数
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
第
一
例
的
双
芦
畳
韻
の
音
守
韻
に
基
づ
く
仮
借
を
第
一
義
的
な
訓
話
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
の
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
清
代
考
拠
学
に
お
け
る
訓
詰
の
理
念
そ
の
も
E
A
E
 
U
の
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
、
1
循焦
双
声
如
叔
口)
、
好
学
深
思
、
心
知
其
意
の
立
場
91 
焦
循
の
経
解
は
、
単
に
古
文
献
の
収
集
や
知
識
の
集
積
を
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
対
象
の
全
体
を
貫
通
す
る
意
味
の
脈
絡
を
把
握
し
た
上
で
、
個
々
の
釈
義
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
透
徹
し
た
思
索
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
一
以
貫
之
解
」
で
の
次
の
言
明
か
ら
窺
わ
れ
よ
う
。
多
学
而
識
、
成
己
也
。
一
以
貫
之
、
成
己
以
及
物
也
。
・
非
思
慮
不
能
賞
。
但
多
学
而
識
、
不
能
一
以
貫
之
者
、
正
由
不
思
不
慮
也
。
多
識
於
己
而
又
思
以
通
之
於
入
、
此
忠
忽
也
、
此
一
貫
之
学
也
。
(
句
協
)
す
な
わ
ち
焦
循
は
、
思
索
を
、
一
貫
の
学
の
本
質
と
見
倣
し
、
い
わ
ゆ
る
経
学
的
必
須
の
要
件
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
思
索
の
重
要
性
を
認
識
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
思
索
の
在
り
方
を
、
学
問
に
沈
潜
し
て
透
徹
し
た
思
考
を
巡
ら
せ
、
対
象
に
含
意
さ
れ
た
意
義
を
心
に
了
解
す
る
|
|
好
学
深
思
、
心
知
其
意
に
連
続
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
焦
循
は
、
そ
の
治
経
は
お
ろ
か
生
活
の
全
て
が
思
索
と
共
に
在
っ
た
こ
と
を
述
懐
す
る
。
学
賞
善
用
思
。
吾
生
平
最
得
力
於
好
学
深
忠
、
心
知
其
意
八
字
。
学
有
轍
時
、
恩
無
綴
時
也
。
aa--
凡
不
能
学
時
、
皆
当
即
所
学
而
思
ー
乙
。
ヘ
『
先
府
君
事
J
z
F略
』
六
丁
」
ま
た
、
焦
循
は
易
の
「
構
・
漬
」
的
措
辞
を
め
ぐ
り
、
比
例
や
仮
借
を
援
用
し
た
巧
み
な
解
釈
を
示
し
つ
つ
、
易
全
体
を
貫
通
し
た
分
析
に
対
す
る
自
負
を
、
こ
の
八
字
に
託
し
て
示
し
た
。
す
な
わ
ち
炊
(
水
)
を
下
卦
と
す
る
蒙
卦
に
、
演
字
が
あ
る
。
一
方
、
炊
の
説
卦
伝
は
、
講
演
と
連
言
し
て
、
蒙
卦
と
深
い
関
連
を
持
つ
卦
に
お
け
る
2
措
辞
の
燐
字
と
の
対
応
通
仮
を
示
唆
す
る
。
こ
の
婚
は
ま
た
見
(
言
)
Q
U
 
と
関
わ
る
講
と
も
通
仮
連
動
し
、
そ
れ
と
対
応
す
る
諸
卦
的
措
辞
は
全
て
比
例
仮
借
し
、
何
ら
か
の
関
係
性
を
示
唆
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
解
明
を
通
し
て
易
の
措
辞
は
、
「
文
在
於
此
而
意
通
乎
彼
」
と
い
う
意
味
関
連
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
L
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
以
構
並
潰
即
借
構
為
構
。
漬
之
於
構
猶
読
之
於
講
。
講
与
構
通
、
而
向
訓
為
和
。
:
:
於
是
賛
於
見
云
、
朋
友
講
習
、
又
賛
於
損
云
、
男
女
構
精
。
損
ニ
之
五
、
即
以
講
明
様
。
有
炊
水
、
則
燐
通
於
溝
、
有
見
言
、
則
鱗
通
於
講
。
好
学
深
思
者
、
又
可
心
知
其
意
也
。
「
『
晶
過
J
戸
駅
』
十
六
」
さ
ら
に
、
易
の
措
辞
に
多
用
さ
れ
る
仮
借
現
象
を
正
確
に
析
出
す
る
に
は
、
好
学
深
思
の
在
り
方
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
近
者
、
学
易
十
余
年
、
悟
得
比
例
引
申
之
妙
、
乃
知
彼
此
相
借
、
全
為
易
辞
而
設
。
仮
此
以
就
彼
処
之
辞
、
亦
仮
彼
以
就
此
処
之
辞
。
如
豹
耐
為
同
声
、
与
虎
連
類
而
言
、
則
借
約
為
豹
。
与
祭
述
類
而
言
、
則
借
豹
為
的
。
・
各
随
其
文
以
相
賞
、
而
声
近
則
以
借
而
通
。
:
易
静
之
用
仮
借
也
、
似
俳
而
妙
也
。
似
盤
而
神
也
。
非
好
学
深
忠
、
心
知
其
意
者
、
不
足
与
言
之
也
九
「
周
易
網
戸
似
品
川
論
、
}
F
『
雌
松
拙
』
八
」
ま
ず
易
に
お
け
る
仮
借
現
象
は
、
「
彼
此
相
借
」
と
指
摘
す
る
ご
と
く
、
通
常
の
使
用
状
況
で
は
意
味
上
全
く
没
交
渉
と
思
わ
れ
る
文
字
ど
う
し
が
、
各
々
の
音
価
の
相
同
を
パ
ネ
に
意
味
を
通
仮
さ
せ
る
こ
と
を
指
す
。
そ
の
仮
借
関
係
は
、
か
ろ
う
じ
て
音
の
相
同
と
い
う
事
実
に
お
い
て
客
観
的
に
は
支
持
さ
れ
る
が
、
音
の
相
同
は
、
単
な
る
必
要
条
件
に
し
か
過
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
仮
借
関
係
の
存
在
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
経
文
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
仮
借
で
あ
る
こ
と
を
示
す
片
鱗
の
説
明
さ
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
的
中
で
、
仮
借
関
係
を
推
定
し
、
判
断
し
う
る
根
拠
は
、
そ
れ
ら
の
文
字
を
取
り
巻
き
、
支
え
る
諸
々
の
関
係
性
で
あ
る
。
各
文
字
を
含
む
卦
や
炎
ど
う
し
の
聞
に
存
在
す
る
努
通
対
応
な
ど
の
張
り
詰
め
た
関
係
は
、
仮
借
比
例
と
い
う
言
葉
町
秩
序
と
し
て
各
辞
に
具
象
化
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
各
卦
長
の
中
町
措
辞
に
お
け
る
連
関
は
、
そ
れ
ら
が
帰
属
す
る
卦
ど
う
し
の
緊
張
し
た
対
応
と
の
郎
自
的
な
反
映
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
易
に
お
け
る
仮
借
関
係
は
、
音
韻
論
的
条
件
を
前
提
と
し
つ
つ
、
各
卦
聞
の
関
係
性
と
い
う
周
辺
的
立
状
況
を
重
要
な
根
拠
と
し
て
、
透
徹
し
た
思
索
を
巡
ら
す
こ
と
で
浮
F
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
う
し
た
思
索
の
過
程
は
、
ま
さ
に
司
馬
避
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
文
献
の
欠
如
し
た
古
代
的
事
実
的
空
隊
を
、
周
辺
的
な
資
料
的
操
作
と
徹
底
し
た
論
理
的
整
合
性
の
追
求
と
に
よ
っ
て
補
完
し
て
ゆ
く
認
識
の
在
り
方
で
あ
る
好
学
深
忠
、
心
知
其
意
と
一
致
す
る
の
で
あ
討
「
ま
た
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
が
段
玉
裁
や
王
念
孫
ら
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
て
お
り
、
清
代
考
拠
学
の
中
で
の
重
要
な
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
次
に
、
焦
循
は
「
精
の
ま
た
精
」
と
し
て
数
、
ぇ
挙
げ
た
中
内
一
人
程
理
固
め
『
儀
礼
喪
服
文
足
徴
記
』
に
対
し
、
院
元
に
代
っ
て
序
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
程
瑠
目
的
経
書
解
釈
の
手
続
き
が
、
決
し
て
漢
儒
の
伝
注
に
拘
泥
し
た
り
固
執
し
た
り
せ
ず
、
経
文
全
体
を
貫
通
し
た
視
点
か
ら
経
義
を
追
求
し
て
お
り
、
実
に
焦
循
自
身
の
経
解
の
理
念
と
一
致
す
る
と
見
た
。
そ
こ
で
焦
循
は
こ
う
し
た
程
穏
回
を
、
か
の
八
字
に
よ
っ
て
評
価
す
る
の
で
あ
っ
た
。
鄭
康
成
氏
間
以
為
失
盟
問
。
後
之
儒
者
、
或
疑
鄭
注
之
非
、
大
率
皆
混
執
空
論
、
無
有
確
証
。
雄
議
議
弁
議
、
終
不
足
以
定
是
非
之
準
。
先
生
一
以
経
文
為
本
、
窮
其
疑
似
於
審
末
之
問
。
聖
人
制
札
精
義
、
一
旦
昭
著
、
所
以
禅
益
経
学
、
啓
発
後
人
、
非
浅
鮮
也
。
・
:
:
・
精
言
妙
解
、
窮
極
隠
微
、
伝
聖
人
制
札
之
心
於
千
百
年
之
後
。
非
好
学
深
息
、
心
知
其
意
、
何
以
能
此
ロ
夫
融
合
経
之
全
文
、
以
求
経
之
義
、
不
為
伝
注
所
拘
牽
。
此
誠
経
学
之
大
要
也
。
「
代
院
撫
寧
作
喪
服
足
徴
M3
F
序
、
『
雌
誼
品
』
十
五
」
怖
と
、
そ
の
経
書
へ
の
対
応
を
、
「
経
学
の
大
要
」
と
言
ぃ
、
清
代
考
拠
削
学
的
典
型
と
絶
賛
す
る
の
で
あ
っ
た
。
弘
U」
と
こ
ろ
で
、
こ
の
好
学
深
忠
、
心
知
其
意
と
い
う
透
徹
し
た
思
索
柑
に
基
づ
く
認
識
が
、
焦
循
の
主
体
的
な
経
解
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
「の
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
単
に
彼
の
主
観
的
な
意
向
と
し
て
意
げ
識
さ
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
成
果
を
通
し
て
客
観
的
に
も
認
循
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
著
『
群
経
{
昌
室
図
』
に
対
し
て
、
焦
文
を
書
き
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
す
な
わ
ち
、
qu 
n汐 口)
院
一
元
は
序
余
以
為
儒
者
之
子
経
、
但
求
其
是
而
己
失
。
是
之
所
在
、
従
注
可
、
違
注
亦
可
。
不
必
定
如
孔
買
義
疏
之
例
也
。
:
・
・
蓋
株
守
伝
注
、
曲
為
附
会
、
其
弊
与
不
従
伝
注
態
臆
空
談
者
等
。
夫
不
従
伝
注
滋
空
談
之
弊
、
近
人
類
能
言
之
。
而
株
守
伝
注
、
曲
為
附
会
之
弊
、
非
心
知
其
意
者
、
未
必
能
言
之
也
。
古
里
堂
循
群
経
宮
室
図
序
・
J
F
『
政
経
皇
躯
』
一
品
十
一
」
す
な
わ
ち
焦
循
が
、
そ
の
「
考
拠
」
批
判
に
お
い
て
真
是
追
求
の
立
場
か
ら
強
く
主
張
し
た
点
は
、
主
体
的
な
思
索
の
欠
如
が
も
た
ら
す
伝
注
へ
の
無
批
判
な
依
拠
と
い
う
経
解
上
の
問
題
点
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
漢
儒
の
伝
注
を
大
い
に
尊
重
す
る
傾
向
を
残
し
て
い
た
当
時
の
状
況
で
は
、
い
わ
ゆ
る
宋
学
や
明
学
の
よ
う
な
伝
注
か
ら
離
れ
た
観
念
的
な
思
弁
に
対
し
て
は
誰
で
も
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
う
る
が
、
焦
循
の
ご
と
き
見
解
は
理
解
さ
れ
に
く
か
っ
た
。
そ
こ
で
院
元
は
、
理
学
的
な
思
弁
と
い
わ
ゆ
る
「
考
拠
」
と
は
、
道
を
害
な
う
こ
と
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
看
破
し
た
焦
循
の
批
判
と
論
究
に
は
透
徹
し
た
思
索
の
跡
が
あ
る
と
見
て
、
「
心
知
其
意
者
」
で
あ
る
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
回
、
性
霊
の
意
義
焦
循
は
、
好
学
深
思
、
心
知
其
意
を
、
貫
通
を
求
め
る
主
体
的
な
経
解
を
支
る
思
索
町
立
場
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
こ
こ
に
至
り
先
に
見
た
「
無
性
霊
不
可
以
言
経
学
」
の
性
霊
は
、
こ
の
主
体
的
な
経
解
を
支
え
る
思
索
を
可
能
と
す
る
、
自
己
の
存
在
に
根
差
し
た
儒
者
と
し
て
の
自
覚
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
焦
循
4
の
経
学
的
構
想
は
、
性
霊
を
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
と
言
明
す
る
ご
《ヨ
と
く
、
性
霊
を
根
抵
に
据
、
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
性
霊
に
つ
い
て
の
予
備
的
な
理
解
と
し
て
以
下
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
焦
循
の
性
霊
な
る
用
語
は
、
一
応
、
家
枚
の
性
霊
説
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
的
詩
界
に
あ
っ
て
王
土
禎
の
神
韻
説
や
、
特
に
沈
徳
潜
の
格
調
説
を
批
判
し
、
人
聞
の
あ
る
が
ま
ま
の
性
情
に
基
づ
く
清
新
な
る
輿
感
を
尊
ぶ
詩
作
理
論
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
。
こ
の
蓑
枚
が
、
考
拠
と
著
作
と
を
対
比
し
て
、
性
霊
を
著
作
に
帰
属
さ
せ
、
考
拠
を
軽
視
す
る
所
説
を
孫
星
術
に
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
孫
星
術
が
反
論
し
、
中
哀
枚
の
「
以
抄
撚
故
実
為
考
拠
、
行
写
性
霊
為
著
作
」
と
分
離
し
た
理
解
は
誤
り
で
、
「
古
人
之
著
作
、
即
其
考
拠
」
(
品
開
競
述
、
て
一
体
不
可
分
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
示
し
た
。
焦
循
は
、
孫
星
術
の
蒙
枚
へ
の
反
論
を
多
と
し
つ
つ
も
、
「
与
孫
淵
如
観
察
論
考
拠
著
作
書
」
町
中
で
異
見
を
開
陳
し
た
。
そ
こ
で
は
焦
循
が
哀
枚
の
性
霊
の
見
解
に
接
し
、
そ
れ
を
批
判
的
に
摂
取
し
、
経
学
的
内
実
へ
と
形
成
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
M
F
と
こ
ろ
で
震
枚
の
性
霊
は
乾
隆
期
と
い
う
文
化
的
社
会
的
に
高
潮
R
W】
し
た
時
代
精
神
を
背
景
と
し
、
そ
の
時
代
精
神
の
文
学
的
表
出
と
し
て
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
、
清
代
考
拠
学
の
流
れ
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
代
精
神
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
焦
循
の
尊
崇
す
る
戴
震
が
、
血
気
心
知
の
性
説
と
情
欲
肯
定
説
と
に
拠
っ
て
、
理
学
の
リ
ゴ
リ
ズ
ム
か
ら
性
情
の
解
放
を
主
張
し
、
個
性
を
認
め
る
趨
勢
が
確
乎
と
し
て
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
焦
循
の
性
霊
的
吸
収
は
、
こ
う
し
た
時
代
に
お
け
る
考
拠
学
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
あ
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
侯
外
底
は
「
焦
循
的
時
代
、
己
到
了
嘉
慶
年
問
、
遣
時
的
学
術
己
交
臨
子
個
性
之
再
自
覚
的
関
頭
。
・
:
・
嘉
慶
以
后
消
代
学
者
的
再
自
覚
、
即
従
西
洋
民
権
・
法
治
(
随
着
鴻
片
的
侵
入
而
帯
来
的
)
豊
富
了
近
代
的
思
縦
方
法
」
(
告
旬
鵠
詐
)
と
指
摘
す
る
。
こ
つ
し
た
個
性
の
白
書
時
代
に
あ
っ
て
、
焦
循
は
性
霊
的
概
念
を
受
容
す
る
こ
と
で
経
学
を
充
実
し
深
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
焦
循
の
性
霊
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
彼
は
、
性
霊
を
、
儒
家
思
想
の
中
で
も
最
も
根
源
的
で
あ
る
性
普
説
に
連
続
さ
せ
る
大
胆
な
見
解
を
打
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
善
之
言
霊
也
。
性
普
猶
言
性
霊
。
惟
性
霊
則
能
通
、
通
則
変
、
能
変
故
習
相
違
。
へ
性
普
解
四
、
J
f
『
雌
強
品
』
九
』
と
言
、
っ
。
ま
ず
普
の
訓
詰
的
釈
義
と
し
て
、
善
は
霊
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
『
爾
雅
』
釈
詰
上
に
「
令
、
普
也
」
門
前
刊
誌
行
『
爾
雅
義
疏
』
【
焔
】
に
、
令
は
、
霊
の
仮
音
で
あ
る
と
の
説
あ
り
)
と
見
、
正
、
『
広
雅
』
釈
詰
上
に
も
「
霊
、
善
也
」
と
あ
る
の
で
、
訓
詰
上
は
一
応
無
理
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
訓
詰
に
基
づ
き
、
性
善
を
そ
の
ま
ま
性
霊
に
連
続
さ
せ
て
の
解
釈
は
、
も
は
や
訓
詰
レ
ベ
ル
の
解
釈
を
超
え
て
、
焦
循
の
構
想
す
る
経
学
レ
ベ
ル
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
孟
子
の
性
善
は
、
「
善
」
で
あ
る
限
り
、
静
態
的
な
価
値
判
断
が
中
心
と
な
る
が
、
こ
れ
を
「
霊
」
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、
そ
の
動
態
的
側
面
を
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
直
ち
に
易
的
哲
理
で
あ
る
変
化
流
通
の
義
に
同
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
交
通
を
軸
と
し
て
、
『
論
一
品
開
』
陽
貨
の
「
性
相
近
也
、
習
相
逮
也
」
を
も
性
善
に
抱
括
さ
せ
て
整
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
焦
循
は
、
『
周
易
』
↓
『
論
語
』
↓
『
孟
子
』
と
い
う
彼
独
自
の
道
統
説
を
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
『
周
易
』
そ
れ
自
体
が
、
古
聖
賢
に
よ
る
解
釈
的
契
機
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
と
の
見
解
を
拡
大
し
た
も
の
で
、
ま
さ
に
解
釈
的
視
点
か
ら
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
口)
自
学
易
以
来
、
於
聖
人
之
道
、
梢
有
所
窮
、
乃
知
論
語
一
番
、
所
以
発
E
明
伏
義
文
王
周
公
之
惜
。
蓋
易
隠
言
之
、
論
語
顕
言
之
、
其
文
簡
奥
o
h
惟
孟
子
附
発
最
詳
最
也
、
如
論
語
弟
云
性
相
近
、
孟
子
則
明
言
性
善
。
捌
:
以
孟
子
釈
論
語
、
即
以
論
語
釈
周
易
、
無
不
了
然
明
白
、
無
答
別
リ
世
一
辞
。
至
論
語
一
番
之
中
、
参
伍
錯
綜
、
引
申
触
類
、
其
互
相
発
明
日
刊
之
処
、
亦
与
易
例
周
。
「
論
語
何
氏
集
解
・
J
日
1
f
『
雌
拡
品
』
十
六
」
の
と
こ
の
三
書
を
結
ぶ
解
釈
的
契
機
に
つ
い
て
明
快
に
示
し
て
い
る
。
げ
要
す
る
に
、
性
善
を
性
霊
と
敢
え
て
置
き
換
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
糊
焦
循
の
経
学
的
観
点
に
立
脚
し
た
と
こ
ろ
の
要
請
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
性
霊
は
、
霊
が
神
明
で
あ
る
と
の
訓
詰
的
根
拠
に
支
5
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え
ら
れ
な
が
ら
、
自
己
向
性
に
お
け
る
変
通
に
の
み
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
経
書
解
釈
の
前
提
と
し
て
、
ま
た
他
者
と
の
貫
通
の
可
能
性
と
し
て
、
了
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
幣
辞
伝
云
、
以
通
神
明
之
徳
、
以
類
万
物
之
情
。
神
明
之
徳
、
即
所
調
性
善
也
。
普
郎
霊
也
、
霊
即
神
明
也
。
「
『
孟
干
正
義
』
〕
f
膝
文
公
上
』
と
言
い
、
性
善
が
、
す
な
わ
ち
神
明
で
あ
る
が
故
に
、
万
物
の
情
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
個
別
的
な
存
在
に
対
し
て
類
推
を
通
し
て
貫
通
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
『
尚
書
』
多
方
「
惟
我
周
王
、
霊
ゑ
子
旅
」
的
解
釈
の
中
で
、
循
娘
、
霊
之
訓
為
神
、
亦
為
善
、
則
善
之
義
為
霊
、
為
神
。
易
伝
云
、
通
其
変
、
使
民
不
倦
、
神
而
明
之
、
使
民
主
之
。
即
此
所
謂
霊
承
子
旅
也
。
不
執
於
一
、
随
時
為
変
通
、
為
霊
乃
為
善
。
書
於
普
多
称
霊
。
霊
則
能
変
化
。
故
惟
人
性
能
移
、
則
為
性
善
。
性
善
即
性
霊
也
。
(
L
1
3
J
と
性
善
的
交
通
と
神
明
と
に
よ
っ
て
、
執
一
の
弊
な
く
、
博
く
民
衆
へ
の
貫
通
が
可
能
と
な
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
焦
循
は
、
儒
学
は
そ
の
思
想
の
中
枢
に
性
善
ー
ー
ー
性
霊
・
神
明
ー
ー
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
知
た
る
認
識
の
機
能
に
従
っ
て
、
主
体
性
を
維
持
し
た
形
で
他
者
へ
の
貫
通
の
手
段
を
獲
得
し
え
た
の
で
あ
る
、
と
見
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
決
し
て
他
者
へ
の
自
己
移
入
で
は
な
い
。
他
者
の
独
自
の
価
値
を
認
め
つ
つ
、
か
つ
自
己
の
主
体
性
を
も
維
持
し
て
共
感
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
貫
通
な
の
で
あ
る
白
す
な
わ
ち
、
性
何
以
善
、
能
知
故
考
古
普
解
三
、
J
/
『
雌
張
晶
』
九
」
と
量
口
い
、
ま
た
、
96 
易
伝
云
、
遂
知
来
物
。
物
何
以
来
、
以
知
来
也
。
来
何
以
知
、
神
也
。
何
為
神
、
寂
然
不
動
、
感
而
遂
通
。
何
為
通
。
反
子
己
以
求
之
因
。
『
桔
物
解
一
、
J
t
F『
雌
拡
鼎
』
九
」
さ
ら
に
、
蓋
人
性
所
有
仁
義
者
、
正
以
其
能
変
通
、
異
乎
物
之
性
也
。
以
己
之
心
通
乎
人
之
心
、
則
仁
也
。
知
其
不
宜
、
変
而
之
子
宜
、
則
義
也
。
仁
義
由
於
能
変
遇
。
人
能
変
通
、
故
性
善
。
「
『
孟
干
正
義
』
〕
戸
骨
子
上
』
と
言
う
ご
と
く
、
焦
循
は
性
善
で
あ
る
が
故
に
、
神
な
る
知
的
機
能
を
発
揮
し
え
て
変
化
流
通
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
独
自
に
変
化
流
通
し
な
が
ら
存
在
す
る
他
者
聞
の
緊
張
し
た
意
味
関
連
を
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
他
者
に
貰
通
し
つ
つ
仁
義
に
基
づ
く
儒
学
的
共
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
見
た
。
し
か
も
「
性
善
解
」
で
は
性
を
「
性
無
他
、
食
色
而
巳
」
と
規
定
し
、
性
善
に
関
し
て
は
「
惟
男
女
飲
食
、
別
人
人
同
此
心
。
故
論
性
善
、
徒
持
宜
同
妙
之
説
、
則
不
可
定
。
第
於
男
女
飲
食
験
之
、
性
善
乃
無
疑
耳
」
と
も
断
量
一
周
す
る
ご
と
く
、
戴
震
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
の
下
に
、
情
欲
を
も
包
含
し
た
あ
る
が
ま
ま
の
存
在
的
仕
方
を
性
善
と
認
定
し
た
。
こ
れ
は
人
を
各
々
個
別
的
な
存
在
者
と
し
て
そ
の
個
別
的
な
価
値
を
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、
要
す
る
に
個
性
の
尊
重
に
外
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
自
他
と
も
に
あ
る
が
ま
ま
の
個
性
を
肯
定
す
る
こ
と
が
、
「
以
己
之
心
通
子
人
之
心
」
の
実
現
を
導
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
延
長
線
上
に
、
経
書
解
釈
に
お
け
る
儒
学
的
共
感
で
あ
る
「
以
己
之
性
霊
、
合
諸
古
聖
之
性
霊
」
が
実
現
す
る
。
焦
循
が
そ
れ
を
経
学
の
本
質
と
位
置
づ
け
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ま
た
彼
が
経
学
に
お
い
て
性
霊
を
主
張
し
た
理
由
は
、
経
書
に
含
意
さ
れ
た
意
味
関
連
を
主
体
的
な
思
索
を
も
っ
て
了
解
し
て
ゆ
く
好
学
深
忠
、
心
知
其
意
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
支
え
る
も
の
が
性
霊
す
な
わ
ち
性
善
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
焦
循
は
、
「
果
如
補
五
扱
拾
、
不
能
通
聖
人
立
言
之
指
」
と
称
す
る
よ
う
な
実
証
性
の
み
の
文
献
学
に
終
る
こ
と
や
、
執
一
に
よ
る
主
体
性
の
欠
落
を
回
避
す
る
た
め
に
、
性
霊
を
要
請
し
て
、
経
学
に
お
け
る
自
ら
の
存
在
を
傾
注
し
た
儒
学
的
共
感
と
主
体
性
的
自
覚
と
を
喚
起
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
経
解
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
発
言
が
ホ
町
ヲ
命
。
釈
経
、
不
能
自
出
其
性
霊
、
而
守
執
一
之
説
、
以
自
蔽
、
如
人
不
能
自
立
、
投
入
富
賞
有
勢
力
之
家
、
以
為
之
奴
。
雪
湾
問
謀
略
』
)
と
、
性
霊
に
基
づ
く
こ
と
が
主
体
的
な
経
解
に
は
不
可
欠
で
、
さ
も
な
く
ば
人
に
使
役
さ
れ
る
奴
と
同
様
、
伝
注
に
振
り
因
さ
れ
る
結
果
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
と
こ
ろ
で
焦
循
は
、
家
枚
の
著
作
考
拠
の
見
解
に
つ
い
て
反
駁
し
た
孫
星
術
の
所
説
に
対
し
て
、
性
霊
を
根
祇
と
す
る
独
自
の
経
学
観
を
示
し
た
わ
け
だ
が
、
当
時
章
学
誠
も
裳
枚
の
見
解
に
対
し
て
、
名
教
の
罪
人
と
す
る
厳
し
い
弾
劾
を
加
が
ず
か
っ
孫
星
術
が
哀
枚
へ
の
駁
書
を
文
集
に
載
せ
て
た
こ
と
ま
で
遺
憾
と
し
て
い
泌
「
こ
の
章
学
誠
も
「
善
読
古
人
之
書
、
尤
貴
心
知
其
意
」
と
表
明
す
る
と
と
も
に
、
性
霊
に
つ
い
て
も
独
自
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
当
時
の
性
霊
の
使
用
に
つ
い
て
の
参
考
と
し
て
些
か
見
て
お
く
。
ま
ず
、
章
学
誠
は
、遅
浩
之
駒
、
可
以
負
百
釣
、
而
致
干
塁
。
合
両
渥
浩
之
力
、
終
不
可
致
二
千
里
。
言
乎
絶
学
孤
詣
、
性
霊
独
至
。
縦
有
偏
閥
、
非
人
所
得
而
助
包
0
『
説
林
、
『
丈
史
通
J
t
f義
』
内
踊
四
」
と
言
い
、
渥
法
の
千
里
馬
が
、
二
匹
合
わ
せ
て
も
二
千
里
を
行
け
な
い
醤
を
も
っ
て
、
独
創
的
な
学
問
や
独
自
の
個
性
(
性
愛
)
は
、
そ
れ
の
み
に
て
自
律
的
に
在
る
も
の
で
、
他
か
ら
の
関
与
が
及
び
え
な
い
と
す
る
。
性
霊
を
か
け
が
、
え
の
介
。
ぃ
、
そ
れ
自
体
に
お
い
て
完
結
則
し
た
個
性
的
発
揮
と
解
し
て
使
用
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
王
念
孫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
援
引
し
て
次
の
よ
う
に
一
-
一
一
口
う
。
ま
た
演リ
ハ
王
懐
祖
氏
嘗
言
、
不
暇
著
書
、
欲
得
能
文
之
士
、
授
以
所
学
、
伴
自
若
山
町
為
書
、
不
必
人
知
出
於
王
氏
。
僕
亦
嘗
欲
情
人
為
通
義
外
篇
、
亦
不
願
札
人
知
所
授
宗
旨
、
本
之
於
偽
然
覚
不
得
其
入
、
則
学
問
之
曲
折
、
非
考
一
時
授
受
所
能
尽
也
。
・
倹
嘗
謂
功
力
可
仮
、
性
霊
不
可
仮
。
性
霊
山j
可
以
仮
、
則
古
今
無
感
智
之
分
失
。
「
与
園
水
背
論
文
、
『
文
)
戸
虫
通
義
』
外
捕
さ
一
」
げ
と
あ
り
、
こ
こ
で
性
霊
は
「
功
力
」
と
い
う
労
力
と
対
比
さ
れ
、
「
宗
糊
旨
」
'
や
「
学
問
之
曲
折
」
と
い
う
他
者
に
は
授
受
し
え
な
い
、
独
自
の
個
性
に
根
差
し
た
見
識
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
章
学
誠
は
当
ヮ，9
時
の
学
問
傾
向
を
、
宗
旨
を
追
求
せ
ず
、
取
捨
の
見
識
を
持
た
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
文
中
で
、
主
念
孫
の
注
目
す
べ
き
発
言
を
取
上
げ
て
い
る
。
自
四
庫
館
関
、
寒
士
多
以
較
香
設
生
。
而
学
問
之
路
、
乃
山
山
一
種
食
多
務
博
。
而
胸
無
倫
次
者
、
於
一
一
切
撰
述
、
不
求
宗
旨
、
而
務
為
無
理
之
繁
富
。
:
宣
日
一
切
肢
存
為
好
古
哉
。
大
抵
見
解
混
者
、
不
可
与
論
決
択
之
精
、
名
心
霊
者
、
不
得
与
論
自
得
之
学
。
王
懐
祖
御
史
言
、
学
問
須
有
性
霊
、
苦
功
而
無
性
霊
、
是
人
役
場
(
『
丙
底
割
記
』
)
こ
の
王
念
孫
の
性
霊
が
、
い
か
な
る
内
実
を
持
っ
か
は
俄
か
に
定
め
が
た
い
が
、
そ
れ
の
欠
如
し
た
者
を
「
人
役
」
と
断
ず
る
の
は
、
先
の
焦
循
の
「
奴
」
の
比
機
に
も
通
い
合
い
、
ほ
ぽ
同
軌
の
理
解
を
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
蓑
枚
を
全
面
的
に
否
定
す
る
章
学
誠
に
あ
っ
て
も
、
性
霊
は
相
応
の
価
値
を
賦
与
さ
れ
、
か
つ
王
念
孫
に
あ
っ
て
も
、
一
次
資
料
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
そ
の
発
言
記
録
か
ら
性
霊
に
対
す
る
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
一
瞥
か
ら
も
、
当
時
性
霊
は
共
通
認
識
に
近
い
形
で
個
人
の
主
体
性
や
独
創
性
を
保
証
す
る
人
間
的
自
覚
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
焦
循
に
お
け
る
性
霊
の
意
義
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
以
上
向
考
察
よ
り
、
焦
循
町
「
考
拠
」
批
判
は
、
い
わ
ゆ
る
清
代
考
拠
学
一
般
に
対
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
考
拠
学
の
一
部
の
、
漢
儒
の
伝
注
に
無
批
判
に
依
拠
す
る
執
一
な
る
傾
向
へ
の
相
官
8
鐙
で
あ
っ
て
、
清
代
考
拠
学
の
充
実
を
求
め
る
意
図
に
基
づ
く
も
の
Q
M
 
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
批
判
を
支
え
る
背
景
は
、
易
の
変
通
の
哲
理
に
由
来
す
る
貫
通
の
見
解
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
経
書
解
釈
は
、
好
学
深
思
、
心
知
其
意
と
い
う
透
徹
し
た
思
索
に
よ
る
主
体
的
な
立
場
か
ら
、
言
葉
町
秩
序
と
し
て
存
在
す
る
経
書
に
対
し
て
貫
通
し
、
そ
の
意
味
関
連
を
解
明
す
る
こ
と
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
経
解
が
儒
学
と
し
て
の
営
為
で
あ
る
こ
と
を
支
え
る
も
の
は
、
人
間
性
の
自
覚
に
関
わ
る
当
時
の
共
通
認
識
を
積
極
的
に
吸
収
し
、
性
善
と
通
底
さ
せ
た
性
霊
の
導
入
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
焦
循
の
経
解
は
、
そ
し
て
「
考
拠
」
批
判
は
、
こ
の
性
霊
を
軸
と
し
て
展
開
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
《
控
〉
(
1
)
本
田
済
「
恵
棟
と
焦
循
」
『
人
文
研
究
』
{
大
阪
市
大
)
凶
5
、
昭
胡
.
口
頁
に
、
焦
循
の
易
学
分
析
の
手
続
き
を
「
拡
大
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
方
法
論
は
、
考
証
論
の
良
き
面
で
あ
る
、
帰
納
的
方
法
論
l
l
l例
え
ば
古
人
が
情
息
な
協
矧
説
で
解
い
て
い
た
も
の
を
一
つ
の
音
訓
体
系
に
し
た
よ
J
f
lに
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
」
と
評
す
る
。
(
2
)
『
論
語
正
義
』
後
叙
、
『
新
編
諸
子
集
成
』
一
、
世
界
書
局
、
山
頁
に
、
著
述
内
経
緋
を
記
し
て
「
依
焦
氏
作
孟
子
正
義
之
法
、
先
為
長
編
得
数
十
巨
冊
、
次
乃
苛
草
而
折
衷
之
。
不
為
専
己
之
学
、
亦
不
欲
分
泌
宋
門
戸
之
見
」
と
雷
、
ヮ
。
賞
草
吉
「
孟
子
正
義
序
」
司
夢
阪
堂
文
集
』
五
、
文
海
出
版
社
景
印
、
民
国
町
、
川
頁
に
も
「
此
書
一
出
、
実
可
為
義
疏
正
義
之
椴
則
」
と
指
摘
す
る
。
(
3
)
洪
務
「
戴
先
生
行
状
」
弱
震
文
集
』
中
華
書
局
、
問
、
巻
末
附
録
悶
頁
に
、
王
鳴
躍
が
当
時
向
学
者
恵
棟
・
戴
震
へ
の
評
と
し
て
、
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
当
時
円
学
風
を
如
実
に
示
す
も
町
と
し
て
「
恵
君
之
治
経
求
其
古
、
戴
君
求
其
是
」
と
言
っ
た
語
を
載
せ
て
い
る
。
(
4
)
本
書
は
焦
循
が
戴
震
『
孟
子
字
義
疏
証
』
に
倣
っ
て
『
論
世
間
』
中
町
諸
概
念
に
体
系
的
主
解
釈
を
施
し
た
も
円
だ
が
、
当
初
十
二
簡
で
は
こ
こ
に
取
上
げ
る
「
釈
拠
」
が
主
〈
、
後
十
五
円
刷
に
地
変
さ
れ
て
収
め
ら
り
札
た
。
銭
穆
は
「
地
異
端
・
多
・
拠
三
錦
、
而
次
序
亦
典
。
疑
木
県
軒
本
乃
里
立
以
後
改
定
之
本
」
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』
刷
頁
と
一
一
吉
う
。
(
5
)
こ
う
し
た
称
甜
を
批
判
す
る
論
理
は
、
儒
学
内
正
名
に
淵
源
す
る
も
の
で
あ
り
、
顧
克
武
町
理
学
批
判
に
お
け
る
周
知
的
「
古
之
所
調
理
学
、
経
学
也
」
『
亭
林
文
集
』
一
一
一
「
与
施
恐
山
書
」
が
想
起
さ
札
る
。
(
6
)
例
え
ば
楊
向
杢
「
談
乾
高
学
派
」
『
鰐
史
斎
学
術
文
集
』
上
海
人
民
出
版
社
、
胸
、
日
頁
に
「
乾
嘉
考
拠
学
派
往
往
接
認
為
脱
離
政
治
、
没
有
思
怨
内
容
、
為
考
拠
市
考
拠
、
と
あ
り
、
日
頁
に
「
但
段
目
玉
而
下
、
学
風
己
変
、
他
例
既
不
説
政
治
、
也
不
反
対
理
学
、
只
是
考
拠
、
-
e
形
成
一
個
偏
枯
的
学
派
」
と
い
う
指
摘
な
ど
に
代
表
さ
れ
よ
う
。
(
7
)
こ
れ
り
の
書
物
は
、
錦
循
が
大
き
な
感
化
を
受
け
た
著
作
に
賛
し
た
「
読
詳
三
十
二
賛
」
に
取
上
げ
り
れ
、
熊
循
町
関
心
内
所
在
を
示
す
。
『
説
文
解
字
注
』
に
は
「
音
転
義
一
、
頼
君
指
南
、
仮
借
之
妙
、
独
契
於
心
」
、
『
広
雅
疏
証
』
に
は
「
訓
話
声
昔
、
経
之
門
戸
、
不
通
声
昔
、
不
知
訓
詰
、
訓
話
不
知
、
大
道
乃
担
、
字
異
声
向
、
義
過
形
仮
、
或
転
或
園
、
比
列
互
者
」
と
的
確
な
現
解
を
示
す
。
『
雌
議
集
』
六
。
(
8
)
天
地
縮
第
十
二
。
『
西
升
経
』
か
り
の
引
用
と
さ
れ
る
。
玄
英
疏
に
「
一
、
道
也
。
夫
事
従
理
生
、
理
必
包
事
、
本
能
摂
末
、
故
知
一
万
事
畢
」
と
あ
吻
ゐ
.
(
9
)
「
周
易
用
仮
借
論
」
『
雌
菰
集
』
八
で
は
仮
借
を
「
近
其
声
、
即
迎
其
義
o
・e
・-e
無
不
以
声
義
之
通
、
而
為
字
形
之
吋
・
・
其
用
至
梢
」
と
規
ロ)
定
し
た
上
で
「
施
諸
易
辞
之
比
例
引
申
、
尤
為
神
妙
失
」
と
言
う
。
院
元
「
焦
氏
雌
菰
楼
易
学
序
」
『
輩
経
室
築
』
一
集
五
に
「
乃
今
求
之
皿
日
以
後
之
晶
、
皆
不
能
使
晶
之
経
文
語
語
有
国
、
字
字
有
拠
。
然
則
空
論
而
己
。
古
聖
人
造
品
、
必
不
若
是
。
江
都
焦
氏
:
蓋
深
明
干
九
数
之
正
負
比
例
、
六
集
之
仮
借
転
注
、
而
後
使
聖
人
執
筆
者
番
之
本
義
、
部
然
大
明
於
数
千
年
後
」
と
焦
循
町
易
学
研
究
を
適
切
に
評
価
す
る
。
(
叩
)
「
{
白
羽
」
『
易
通
釈
』
十
。
ま
た
「
与
朱
慨
堂
兵
部
書
」
『
雌
菰
柴
』
十
三
に
、
易
の
措
辞
に
つ
い
て
「
又
多
用
六
書
転
注
仮
借
、
-
e
彼
此
訓
釈
、
実
為
両
泌
経
師
之
祖
.
其
声
音
相
借
、
亦
与
三
代
金
石
文
相
手
」
と
も
雪
号
ワ
。
(
日
)
例
え
ば
銭
大
研
「
観
」
『
十
駕
斎
養
新
録
』
一
に
「
古
人
訓
話
、
寓
於
声
音
」
、
段
玉
裁
「
主
懐
祖
広
雅
注
序
」
『
経
矧
楼
伸
明
』
八
に
「
治
経
英
霊
乎
得
義
、
得
義
英
切
於
得
昔
」
、
王
土
孫
「
広
雅
疏
鉦
原
序
」
に
寸
縞
以
詰
訓
之
旨
、
本
於
声
昔
L
と
あ
り
、
さ
ら
に
王
土
孫
『
広
雅
疏
証
』
六
上
「
掲
推
。
都
凡
也
」
項
に
「
大
尽
双
声
畳
凱
之
字
、
其
義
即
存
干
声
。
求
諸
其
声
則
得
、
求
諸
其
字
則
惑
失
」
と
言
、
ヲ
。
(
ロ
)
豹
柏
町
仮
借
に
つ
い
て
は
『
易
通
釈
』
十
で
詳
論
さ
れ
「
豹
耐
酌
約
四
字
、
同
声
仮
借
也
。
晶
之
辞
、
多
用
六
書
仮
借
転
注
、
以
為
貫
通
、
当
於
声
音
訓
訪
問
求
之
」
と
あ
る
。
(
日
}
「
上
郡
守
伊
公
害
」
『
雌
菰
集
』
十
三
に
、
ほ
ぽ
そ
っ
く
り
『
史
記
』
五
帝
本
紀
賛
を
「
百
家
言
責
帝
、
其
朕
見
於
他
説
.
非
好
学
深
忠
、
心
知
其
意
、
困
難
為
浅
見
寡
問
者
道
也
」
と
援
引
し
て
司
馬
避
の
意
を
了
解
し
た
上
で
「
其
不
尽
古
籍
而
纂
録
之
可
知
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
日
比
)
陳
謄
平
「
裳
枚
的
性
霊
説
」
『
中
国
近
三
百
年
学
術
思
想
論
集
ヒ
ニ
編
所
収
、
崇
文
書
局
、
問
、
町
頁
に
「
意
枚
所
説
的
「
性
霊
」
、
是
指
所
謂
人
類
天
賦
情
性
中
的
霊
秀
本
質
。
所
謂
「
発
行
性
霊
」
就
是
鼓
励
詩
人
間
要
破
除
一
切
清
規
戒
律
、
不
模
倣
‘
・
在
詩
歌
語
言
中
反
映
出
自
的
思
想
感
焦循とその「考拠」批判(漬99 
情
来
」
と
、
ま
た
呉
宏
一
『
清
代
詩
学
初
探
』
牧
童
出
版
社
、
民
師
、
問
頁
に
「
就
表
現
内
容
言
、
性
霊
則
性
情
、
就
表
現
形
式
言
、
世
霊
則
霊
妙
的
写
作
技
巧
L
と
あ
る
。
(
日
)
「
書
散
L
『
小
骨
山
房
統
文
集
』
一
一
九
、
ま
た
「
与
程
斑
図
書
」
同
沓
三
十
、
手
り
に
『
砲
園
詩
話
』
六
、
五
一
、
人
民
出
版
社
、
服
、
m
l町
立
な
ど
か
ら
窺
わ
れ
る
。
(
日
)
焦
循
は
『
易
余
術
録
』
十
二
、
文
海
出
版
社
景
印
、
加
買
に
性
霊
的
出
自
を
勺
性
箆
二
字
.
見
鍾
喋
詩
品
、
及
顔
氏
家
訓
文
章
縞
」
と
記
し
、
京
枚
と
は
関
わ
め
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
よ
う
。
(η)
注
(
H
)
の
隙
廃
平
「
設
枚
的
性
笠
説
」
市
町
頁
害
問
。
(
時
)
段
玉
裁
は
司
古
文
尚
替
撰
異
』
八
『
段
玉
裁
先
生
泣
替
』
所
収
、
大
化
書
局
、
民
国
師
、
別
頁
で
唐
初
町
『
蘭
雅
』
は
、
令
を
霊
字
と
し
て
い
た
か
、
令
室
ニ
字
あ
っ
た
う
ち
霊
が
脱
落
し
た
か
、
で
は
な
い
か
と
推
定
す
三
旬
。
(
日
)
「
附
書
坊
刻
詩
話
後
し
『
文
史
通
義
』
内
箭
五
、
「
与
呉
耳
目
石
間
」
同
書
外
相
刷
三
な
ど
に
見
え
る
。
(
初
)
「
与
孫
淵
如
観
察
論
学
十
規
」
『
章
氏
遺
書
』
補
遺
続
所
械
、
に
見
え
る。
(
幻
)
童
枚
『
随
闘
詩
話
補
遺
』
三
、
脇
町
頁
に
「
益
詩
境
甚
寛
、
詩
情
甚
活
、
総
在
手
好
学
深
思
、
心
知
英
意
、
以
不
失
孔
・
孟
論
詩
之
旨
市
己
。
。
苛
其
条
規
、
極
措
其
性
霊
、
使
無
生
人
之
楽
、
不
己
慎
乎
」
と
も
見
え
、
好
学
深
思
の
語
円
普
遍
的
な
使
用
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
(
沼
)
近
藤
光
男
「
王
念
孫
円
学
問
」
『
加
賀
博
士
退
官
記
念
中
国
文
史
哲
学
論
集
』
講
談
社
、
昭
町
内
、
鵬
頁
で
も
こ
の
主
念
孫
の
言
葉
は
注
目
さ
れ
て
い
λ
w
。
